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　Ⅰ．はじめに

　ハンセン病に関して今後どのような心理社会研
究また健康教育研究を推し進めればよいか，それ
を探るため，これまで中国，南アジア，東部アフ
リカ，西部アフリカ，中部・南部アフリカで行わ
れてきた同領域での調査や研究を概観してきた

（ 若 林 20131-1， 若 林 20141-2， 若 林 20161-3， 若 林 

20171-4，若林 20181-5）。本稿においても同様にして
北部アフリカで行われてきた同領域の調査や研究
を概観するつもりであった。しかしそれらを扱っ
た文献はほとんどないことが判明した *1-1)。そこ
で本稿においては北部アフリカにおいてハンセン
病はどのように見られ，同病者はどのように扱わ
れてきたのか，それを略記することにする。
　ここで北部アフリカという語を用いたが，その
範囲をめぐっては，スーダン共和国（以下，スー
ダン）を含めるか否か，モーリタニア・イスラム
共和国（同，モーリタニア）を含めるか否か，といっ
たように考え方 *1-2) がいくつかあり，どの国とど

の国を北部アフリカとするか定まっているわけで
はない。これまでの拙稿（若林 2016，若林 2017）
でスーダンを東部アフリカ，モーリタニアを西部
アフリカとしたことから，本稿ではこの両国を除
き，エジプト・アラブ共和国（同，エジプト），
リビア，チュニジア共和国（同，チュニジア），
アルジェリア民主人民共和国（同，アルジェリア），
モロッコ王国（同，モロッコ），そして西サハラ
を北部アフリカとする。ただし，上記の若林（2017）
においてモーリタニアには触れることができな
かったので，本稿で若干触れることにする。以上
挙げた国々のうち，チュニジアとアルジェリアと
モロッコはまとめてマグレブと呼ばれるが，これ
にリビアとモーリタニアを加えることもあり，こ
の 5 カ国で「アラブ・マグレブ連合」を構成して
いる。
　北部アフリカは，イスラーム教徒が圧倒的に多
く住んでいることからも推測できるようにイス
ラーム世界の一部という性格を強くもっている。
また北部アフリカのうち地中海に面した地域，言
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い換えれば地中海南岸は，かつてローマ帝国の属
州であったことからも推測できるように，地中海
世界の一部という性格も強くもっている。
　なおモロッコ沖ないし西サハラ沖にマデイラ諸
島とカナリア諸島がある。しかし前者はポルトガ
ル領，後者はスペイン領で，両者ともアフリカの
一部という性格はほとんどない。このカナリア諸
島に属するテネリフェ島にはかつてハンセン病者
の収容所があったという（Vivancos et al 19871-6, 

Campos 20031-7, Adis & Ortega 20171-8）。

　Ⅱ．北部アフリカにおけるハンセン病なら
びに同病者および療養所

　本節では，北部アフリカ各国におけるハンセン
病，同病者，そしてその療養所や収容所また病者
村や病者居住地区などについて，断片的にではあ
るが，略記していくことにする。直近の有病率な
どについては，たとえば WHO による統計書を見
ていただきたく思う。また療養所や病者村などに
ついては，その一部にのみ触れることにする。
　以下にハンセン病にあたる現地での呼称につい
ても触れるが，正確に言えば，ハンセン病に類似
した症状を示す別の病も同じ名称で呼ばれている
可能性があり，くれぐれも注意していただきたく
思う。

　1．エジプト

　カイロないしメンフィスあたりからナイル川の
下流域を下

しも

エジプト，また上流域を上
かみ

エジプトと
いう。さらにアスワンあたりから上流の地域をヌ
ビアという。
　エジプトの人口の大部分はエジプト人によって
占められるが，ヌビアにはヌビア人が住み，主に
川沿いの土地で農耕や漁労を営んでいる。また西
部のリビア国境付近にはベドウィンと呼ばれるア
ラブ系の人びとが遊牧で生計を立てている。さら
に歴史的経緯から，アルメニア人やギリシャ人と
いった人びとも住んでいる。約9割の人がイスラー
ム教（スンナ派），約 1 割の人がコプト教を信じ
ている。

　正則アラビア語が公用語となっているが，日常
生活ではアラビア語エジプト方言 *2-1) が用いられ
る。そのエジプト方言でハンセン病は，ラテン文
字化すると，guzaam という（Martin Hinds & el-

Said Badawi 19862-1-1）。
　エジプトに何千年前からハンセン病が存在した
のか，それに関心がもたれ，主に二つのアプロー
チがなされてきた。その一つは，パピルスに残さ
れた記述からハンセン病の存在を探ろうという試
み（Browne 19742-1-2，Nunn 19972-1-3）であり，も
う一つは，発掘された骨やミイラから同病の存在
を 探 ろ う と い う 試 み（Smith & Derry 19102-1-4，
M ø l l e r - C h r i s t e n s e n  &  H u g h e s  1 9 6 6 2 - 1 - 5，
Dzierzykray-Rogalski 19802-1-6，Sandison & Tapp 

19982-1-7）である。しかしいずれのアプローチから
も，たとえば紀元前数千年といった古い時代にハ
ンセン病が存在したという明確な証拠は得られて
いない。もちろん証拠がないからといって同病が
存在しなかったと言うことはできない。
　上記の問題とも関連し，エジプトにどこからハ
ンセン病がもたらされたのかという問題について
も関心が持たれ，おおまかには二つの推測がなさ
れている。その一つは，ペルシャあるいはインド
といった東方から，もう一つは，スーダンやエチ
オピアといった南方から，という推測である。こ
れについても明確な解答が得られているわけでは
ない。
　エジプトは，紀元前 4 世紀からギリシャ系の王
朝によって支配され，次いで紀元前 1 世紀からは
ローマ，また 4 世紀からはいわゆる東ローマの支
配下にあった。きわめて大雑把に言えば，この間
に多くのギリシャ人が入植し，また多くのギリ
シャ人やユダヤ人の学者がアレクサンドリアに滞
在した。こうしたことからもわかるように，少な
くともアラブ・イスラーム勢力に支配される 7 世
紀まではギリシャおよびローマの文化圏にあっ
た。この時代に使われた，ハンセン病と関連する
かもしれない病的状態を表すギリシャ語またラテ
ン 語 の 言 葉 と し て，「 フ ェ ニ キ ア 病（φοινικίη 
νόσος，noûsos phoenikíē）」，「 レ ブ ラ（λέπρα，
lepra）」，「アラブのレプラ（lepra Arabum）」，「象
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病 *2-2)（ἐλεφαντίασιν，elephantiasis，elephas 

morbus，elephantia）」，「 ギ リ シ ャ の 象 病
（elephantiasis Graecorum）」，「獅子病（leontiasis）」，
「色情症（satyriasis）」というものがある。これら
のうち，「アラブのレプラ」「ギリシャの象病」は
それぞれ「アラブ人のいうレプラ，ないしアラビ
ア語でいうレプラ」「ギリシャ人のいう象病，な
いしギリシャ語でいう象病」という意味と考えら
れる。そしてたとえば，ローマの詩人・哲学者の
ルクレティウス（Titus Lucretius Carus，紀元前
99 年頃―55 年）はその書『事物の本性について 2-1-8』
において「象病（elephas morbus）というものがあ
る。それはナイルの流れのほとり／中部エジプト
で発生し，その他では決して発生しない」と記し
ている。またローマの博物学者の大プリニウス

（Gaius Plinius Secundus，Pliny the Elder，西暦 23

年―79 年）はその書『博物誌 2-1-9』において「象病
（elephantiasim）はイタリアに持ち込まれた」と記
している。あるいはペルガモンに生まれアレクサ
ンドリアなどで医学を修め，ローマで活躍した医
師のガレノスないしガレヌス（西暦 129 年頃―200

年頃）は『ヒッポクラテス術語解 2-1-10』のなかでヒッ
ポクラテス（紀元前 460 年頃―370 年頃）のいうフェ
ニキア病はフェニキアおよび東方の病気で，象病
のことである，また『グラウコンのために　治療
法について 2-1-11』のなかで「象病はアレクサンド
リアにて多い」「象病の治療には，毒蛇の肉を，
オリーブ油とニラとイノンドとともに煮て，食べ
るのがよい」と記している。以上挙げた様々な病
とこんにちのハンセン病との一致・不一致につい
ては古来込み入った議論がある。単純に述べるこ
とはできないが，この時代に象病と呼ばれた病気
は，多くの場合，らい腫型ハンセン病，またレプ
ラと呼ばれた病気は広く様々な皮膚病を意味す
る，というのが今日広く受け入れられている説で
ある。
　なお，後に象病と呼ばれるようになる病態に最
初に言及したのは，エラシストラトス（前 304―前
250 年頃）の秘書にして生徒で，アレクサンドリ
アにいたストラトン（Straton）だとされる（Grmek 

19832-1-12）。彼は kakochymia（cacochymia；kako な

いし caco は悪い，chyme は体液，ia は症の意で，「悪
体液症」）と説明している。
　上述したようにガレノスは毒蛇の肉を用いた治
療法を提示したが，ガレノス以外にも，アレタイ
ウス（Aretaeus），オリバシウス（Oribasius），ア
イギナ（エギナ）のパウルス（Paulus of Aegina）
らが毒蛇を用いた治療法について述べており

（Holman 19992-1-13），そうした治療法が実際に行わ
れていた可能性があろう。またこの治療法には，
アスクレピオスの杖に蛇が巻きついていることか
らも推測されるように，蛇に何らかの力があると
見るギリシャ人の考え方が関係しているのかもし
れない。
　ここで，エジプトにおける病者の収容所あるい
は保護施設などに触れておきたいと思う。
　どこまで史実かわからないが，紀元前 3 世紀初
めころに神官マネト Manetho がギリシャ語で書い
た『エジプト史（Αἰγυπτιακά）』の中に「穢れた者
を一掃するため，レプラ λέπρα を患っている者を
ナイル川の東側の採石場に追いやった。さらに
アゥアリスという町に住まわせた」という一節が
ある（正確に言えば，『エジプト史』は現存せず，
その断片が後代の著述家の文章の中に引用されて
残っているに過ぎない。その一つが西暦 1 世紀の
ユ ダ ヤ 人 フ ラ ウ ィ ウ ス・ ヨ セ フ ス（Flavius 

Josephus）が記した『Contra Apionem（アピオー
ンへの反論）2-1-14, 2-1-15』（I, 26–31）の中におけるも
のである。ただしヨセフスがマネトの記述をその
とおり引用したという保証はない）。
　そして話は，略述すると，「レプラを患ってい
る者の中にオサルシフォスという名の祭司（のち
にモーセと呼ばれるようになる）がおり，彼らの
頭領となり，彼らを指揮してエジプトと戦い，最
終的にエジプトから追い払われた」と続く。マネ
トの時代，ユダヤ人に対する反感があり，オサル
シフォスたちは穢れた者であるということを強調
するために，レプラが持ち出されたという感を与
える。ただし先に述べたようにレプラがハンセン
病を意味するわけではない。
　次いで 5 世紀から 6 世紀にはアレクサンドリア
その他の地に病者の収容所ないし保護施設があ
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り，その設立ないし運営にキリスト教修道士が係
わっていたことが明らかになっている（Miller & 

Nesbitt 20142-1-16）。しかしアラブ・イスラーム勢力
に征服された 7 世紀以降のことはよくわからない。
　20 世紀に入ってからの状況も，必ずしも明確と
いうわけではない。Journal of Tropical Medicine 

and Hygiene 40 巻（1937）の Leading article2-1-17 に
よれば，1928 年にアレクサンドリア近くのベヘラ

（Behera）に Neshu el Bahari 療養所が，アレクサ
ンドリアのギリシャ病院に特別棟（pavilion）が設
置されたという *2-3)。一方 Dalgamouni（1938）2-1-18

によれば，1929 年にカイロに外来診療所，1930

年に同診療所に入院施設，1930 年から 1931 年に
かけて下エジプトと上エジプトにさらに計 4 つの
外来診療所，1933 年にカイロ近郊に Abu Zaabal

療養所が設置されたという。現在同療養所に隣接
する Abdel Moneim Riad village には治療を終えた
人たちが暮らしている。1979 年以降そうした人た
ちへの支援をカリタス・エジプト（Caritas Egypt）
が担っている（Garas 20002-1-19）。また入所者の暮
らしぶりは Wiens（2009）2-1-20 で若干知ることが
できる。そのほか WHO の会議録（1988）2-1-21 に
よれば，アレクサンドリアに近いアムレイヤ

（Amreya，Amria）に 1946 年設立の療養所もある
という。同療養所には，現在，治癒したものの家
に帰れない高齢者が住んでいるようである。
　 な お ハ ン セ ン 病 者 を 扱 っ た 映 画 と し て
Yomeddine（監督 A. B. Shawky，2018 年）がある。
幼いころに病を得て療養所の門前に棄てられた主
人公が，中年になって父を探しにエジプトを旅す
るという話である。病者に対する家族や社会の態
度をうかがい知ることができよう。
　WHO の制圧基準は 1994 年に達している。

　2．リビア

　もともとベルベルと総称される人びとが住んで
いたが，7 世紀中ごろからアラブ人が入り込み，
現在ベルベル系の人びとはわずかに，北部のトリ
ポリタニア海岸平野の一部と，西部のアルジェリ
アにまたがった地域，そして南部のチャドとスー
ダンにまたがった地域にいるにすぎない。

　公用語は正則アラビア語だが，日常生活ではア
ラビア語リビア方言が用いられる。
　現在リビアにおいてハンセン病者は少ないよう
で（Toweir & Chaudhary 20002-2-1），わずかな臨床
的研究を除き，病者の生活をうかがい知ることの
できる文献は見当たらない。
　1969 年に革命が起きるまで，「マリアの宣教者
フランシスコ修道会」の修道女が療養所でのケア
に関わったようであるが（Garuana 20142-2-2），そ
の後のことはよくわからない。

　3．チュニジア

　他のマグレブ地域と同様に，もともとベルベル
が住んでいたが，現在ベルベル系の人びとはわず
かに南部の乾燥した山岳・丘陵地帯とガベス湾の
ジェルバ島に住むにすぎない。日常生活ではアラ
ビア語チュニジア方言が用いられるが，1881 年か
ら 1956 年までフランスの保護領だったこともあ
り，都市部ではフランス語 *2-4) も通用するとされ
る。
　チュニジアにおけるハンセン病の歴史やかつて
のハンセン病者の様相を扱った論考としては，
Ahmed Ben Miled（1980/2012）2-3-1，Nouri et al

（1986）2-3-2，Djelloul（2009）2-3-3 な ど， 比 較 的 多
くのものがあり，それぞれ参考になる。また碩学
Dols の一連の論考（Dols 19792-3-4，19832-3-5，19872-3-6）
は中世イスラーム社会におけるハンセン病者の様
相を知る上で極めて有益なものである。それらに
よると，温泉が効くと信じられ病者は温泉場（ハ
ンマ hamma）に集ったという。またケルアン，スー
ス，スファックス，チュニスといった大きな町に
はディムナ（dimna）と呼ばれる病院があったが，
離れたところにはハンセン病者の部屋があり，「屋
根付き回廊の一つからそこへ行くことができるよ
うになっていた」（Hakim 19882-3-7）という。ただ
しこのディムナという語だが，もともと西暦 830

年ころにケルアンの大モスク近くのディムナ区に
建てられた病院がディムナ病院と呼ばれるように
なり，その後チュニジアで建てられる病院は同様
にしてディムナと呼ばれるようになっていったと
いう経緯があるらしく（Hamarneh 19622-3-8），幅
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広い意味をもち，病院様の施設を指すこともあれ
ば，病者（とりわけハンセン病者）の居住区を指
すこともあったようである。一方「病者地区（rabd 

al-mardha； こ こ で rabd は 市 壁 の 外 側 の 地 区，
mardha は病人）」という言い回しもあったようで
ある。市壁の外側で病者が集まって暮らす一画を，
ディムナと呼んだり，「病者地区」と呼んだりし
たのであろうか。ディムナというだけでハンセン
病者の住むところ，mardha というだけでハンセ
ン病者を意味するようになった可能性もあろう。
　なお，ラザレットと呼ばれる施設もあったよう
であるが（Montague 19732-3-9），これはハンセン病
者の施設ではなく他国から来た者の一時隔離施設
であろう。
　マグレブ地域の中では，モロッコとならび病者
が多かったようである。1906-1907 年の調査によ
れば，マルタ人やフランス人，イタリア人やシシ
リ ア 人 や ユ ダ ヤ 人 の 病 者 も い た よ う で あ る

（Gaumer 19892-3-10）。病者地区で，ヨーロッパ系の
人びととアラブ系の人びととユダヤ系の人びとと
がどのように住み分けていたのであろうか。

　4．アルジェリア

　他のマグレブ地域と同様，もともとベルベルが
住んでいたが，現在ベルベル系の人びとはわずか
に山岳・丘陵地帯と砂漠のオアシスに住むにすぎ
ない――たとえば，テル ･ アトラス山脈のカビリー
地方にはカビール人（ベルベル語の一つであるカ
ビール語を話す），オーレス山地にはシャウィー
ア人（同じく，シャウィーア語を話す），サハラ
砂漠のオアシスにはムザブ人（同じく，ムザブ語
を話す），そしてマリ，ニジェール，リビア，ブ
ルキナファソにまたがってトアレグ人（同じく，
トアレグ語を話す）。
　フランス保護領時代にはヨーロッパ系の入植者
も総人口の 1 割以上いたが，アルジェリア独立後
にそのほとんどがアルジェリアを去ったという。
また相当古い時代から都市部にはユダヤ人もまと
まって住んでいたが，イスラエル建国後，そのほ
とんどが去ったという。
　日常生活ではアラビア語アルジェリア方言が用

いられるが，フランス語も通用するとされる。
　ローマ帝国の時代，現在のチュニジア生まれで，
サレルノで医学校の教師を務めた医師コンスタン
ティヌス・アフリカヌスも，現在のアルジェリア
生れで，ローマで活躍した医師カエリウス・アウ
レリアヌスも象病について記したとされるが，そ
れぞれチュニジアやアルジェリアにいたときから
同病のことを知っていたのか，それともサレルノ
やローマに行ってから知ったのか，よくわからな
い。
　アルジェリアにおけるハンセン病者についてわ
かっていることは総じて少ない。20 世紀始めころ
の文献がいくつかあり（Gemy & Raynaud 18972-4-1，
Montpellier 19182-4-2，Raynaud 19252-4-3），当時は病
者がいたようであるが，現在はほとんどいないよ
うである（Boudghene-Stambouli & Merad-Boudia 

19892-4-4）。
　なお，上述の 20 世紀はじめころの文献には「真
の lépreux」という表現が散見され，梅毒とハン
セン病との混同があったようである。

　5．モロッコ

　もともとベルベルと総称される人びとが住んで
いたが，7 世紀以降にアラブ系の人びとが侵入し，
現在ベルベル系の人びとはわずかに山岳・丘陵地
帯に住むに過ぎない――たとえば，リーフ山地や
中部アトラスの北部またオート ･ アトラスの東部
にタリフィート語（タリフィット語，リーフ語）
を話す人びと，中部アトラスまたオート ･ アトラ
スの中央部にタマジクト語を話す人びと，そして
オート ･ アトラスの西部にタシルハイト語（タシュ
リヒート語，シルハ語）を話す人びと。それでも
ベルベル語を用いる人の数はマグレブ地域でもっ
とも多いとされる（モロッコでは全人口の 30％，
アルジェリアでは 18％，チュニジアでは 1％程度）。
彼らは山中では半遊牧や移牧，谷底ではそれに加
え農耕を営んでいる。
　日常生活ではアラビア語モロッコ方言が用いら
れるが，特にフランスの保護領となった地域では
フランス語も通用する。
　そのアラビア語モロッコ方言でハンセン病は
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jdam（Marie 19352-5-1）ないし zdam（Harrell 19662-5-2）
という。いっぽうベルベル語で「lèpre ハンセン病」
にあたる語は存在しないという（Ministère de la 

santé, Royaume du Maroc2-5-3）。
　モロッコにおけるハンセン病については，病者
が目に付きやすかったためか，病者に関するアラ
ブ人による文書が残されているためか，それとも
19 世紀ごろから，モロッコを訪れた，特にフラン
ス人による著作――たとえば Raynaud（1902）2-5-4

――が残されているためか，よくわからないが，
比較的多くのことが明らかになっている。また
1930 年代以降の各病院における入院病者数も
Bulletin de L’Institut D’Hygiène du Maroc にて知る
ことができる。以下に，主にモロッコ保健省

（Ministère de la santé, Royaume du Maroc）の資料，
そして並里・小川（1998）2-5-5，笹川（2015）2-5-6 をも
とにまとめる。
❖ ハンセン病者に関する最も古い記述はアラブ人

地理学者エル・ベクリ（al-Bakrī）2-5-7 によるもの
である。モハメド・イブン・ユーセフ（Mohammed 

Ibn Youssef, 904-973）の記述を引用して 1065 年
に記した文章によれば，シジルマサ（Sijilmassa）
で「病者は糞便清掃の仕事をしている」という

（ただし，本当に今日言う「ハンセン病」者な
のか疑問は残ろう）。

❖ マラケシュやフェズやエル・ジャディダには病
者が集まって住む一画（ハーラ *2-5）あるいはハ
ラート）があった。そうした一画に関する最も
古い記述は 16 世紀のアル・ハッサン（al-Hassan，
別名レオ・アフリカヌス Leo Africanus2-5-8）によ
るものである。略述すると，「djden を患った者

（modjdun）は，市を取り囲む壁の外にある専用
の一画に住み，市の中に入ることは許されない」
と い う。 マ ラ ケ シ ュ の も の は ド ゥ カ ラ

（Doukkala）門の近く，フェズのものは墓地と
ギ ッ サ（Guissa） 門 の 間 に あ っ た。Lambert

（1868）2-5-9 が残したマラケシュの地図（図 1）
にはその一画が描かれている。

❖ マラケシュの 7 聖人の一人スィーディー・ユー
ス フ・ イ ブ ン・ ア リ ー（sidi Youssef ben Ali, 

?-1196 または 1197）はハンセン病を患い，洞窟

に住んでいたという。
❖ シェイク・ダウド・エル・アンタキ（Cheikh 

Daoud El Antaki，アンティオキアのデイヴィッ
ド）は 1555 年に著書 Tadkira のなかで，獅子病，
象病，ザリガニ病の 3 病型に分けた。

❖ ダウド・エル・アンタキによれば，ハンセン病
の治療としては次のようなものがある。

・  らい腫のスカリフィケーションとタールの
膏薬

・カエルのスープ
・ごまやフェヌグリークの摂取
・  夾竹桃の葉の煎じ汁を用いての皮膚病変の

摩擦
❖ そのほかモロッコで次のような治療も行われ

た。
・  温泉ないし鉱泉治療（特にムーレイ・ヤコ

ブ温泉が効くという）
・  紅サルサパリラの根
・  亀の乾燥血液

❖ フランス領モロッコじゅうに多くの病者がいた
が，とりわけスペイン領モロッコと接する北部
とドゥカラ人の住む南部に多かった（Marie 

19352-5-1）。
❖ スペイン領モロッコについての文献は Toro 

Cano（1935）2-5-10，Conillera（1962）2-5-11，
Cuadras（2014）2-5-12 などわずかしかない。それ
らによると，ハンセン病の治療施設が 1942 年
にアライシュ（Larache）に建設されたという。
また住民（ベルベル系であろう）は知識が乏し
く，病名を聞いても恐怖を抱かないという（Toro 

Cano 1935）。
❖  1952 年にカサブランカに国立ハンセン病セン

タ ー（Centre National de Leprologie: CNL） が
設立され，さらに 1960 年に同センターがエル・
ハンクからアイン・ショクに移されて以来，こ
こが活動の中心となった（エル・ハンクには
1913 年設立の lazaret があった）。国内に分散す
る 15 個所の施設（Service Regional de la Lepre: 

SRL と Service Provincial de la Lepre: SPL）が，
治療中の患者や，患者家族の追跡調査，新患者
発見活動等の基地となった。
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Lambert（1868）の地図を基に作成。鮮明な地図は Gallica にて見ることができる。
図１　19世紀のマラケシュにおけるハーラ
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❖ フランス領モロッコのハンセン病対策は，フラ
ンス人医師ルネ・ロリエ（René Rollier）の貢献
による。

❖ 独自の多剤併用治療（PCT）が行われた。
❖ 国内の NGO（AMAAF）が患者と患者家族の生

活全般を援助し，彼らの社会的地位の向上に貢
献した。

❖  1990 年代の半ばに，WHO の基準を達成した。

　6．モーリタニア

　北部の砂漠地帯にはアラブ人とベルベルの混血
のムーア人（モール人），また南部の，セネガル
川下流域にはウォロフ人 Wolof，同中流域にはトゥ
クロール人 Toucouleur，そしてマリとの国境地帯
にはサラコレ人 Sarakole（ソニンケともいう）が
住む。
　公用語はアラビア語で，日常場面ではアラビア
語ハッサーニーヤ方言が用いられる。そのほか各
部族で，ウォロフ語，フルフルデ語，ソニンケ語
が用いられる。ソニンケ語で，ハンセン病は
sàahí な い し sàafi， 同 病 者 は sàahìnté と い う

（Ousmane Moussa Diagana 20112-6-1）。
　ハンセン病の現状に関するものとしては，政府
による発表と，援助機関であるマルタ騎士団によ
る記事（たとえば，Sovereign Military Hospitaller 

Order of St. John of Jerusalem of Rhodes and of 

Malta 20192-6-2），わずかな症例報告以外には見当た
らない。Delinotte（1939）2-6-3 によればモーリタニ
アにおいて病者は少なかったようである。現在も
少ないようであるが，スペインで見出された病者
のうち，モーリタニア出身者もいるようである

（Ramos et al 20162-6-4）。

　Ⅲ．北部アフリカのハンセン病者の文化的・
社会的環境

　1．ハンセン病の病因論ならびに伝統的治療

　本節では，北部アフリカないしマグレブの人び
とにおけるハンセン病の原因論と治療論について
見ていきたいと思う。
　まず原因論だが，他のアフリカ地域でよく見ら

れる，ナマズ *3-1) やブッシュバックやヤギの肉を
食べるとハンセン病になるといった考え方は認め
られなかった。当地の医学的知識および医術は，
おそらくは，主にギリシャの四体液説を始めとす
る医学とイスラームの伝統医学および「預言者の
医学」，そしてベルベル系の人たちの諸知識とイ
ベリア半島からやってきた人たちの諸知識を背景
としたものと推測されるが，目立ったハンセン病
の原因論が現在認められないというのは，そもそ
も原因論がなかったということなのか，それとも
四体液説や「預言者の医学」といった教えが強く
浸透し，民衆レベルでの原因論が吹き飛ばされた
ということなのか，よくわからない。
　唯一認められたと言ってよい原因論は，ヤモリ
を原因とするものである。たとえば，14 世紀のエ
ジプトの動物学者アル・ダミリ（al-Damiri, 1344-

1405）はその著作『動物誌』のなかで，ヤモリが
塩に付けた唾液（あるいは吐き出したもの）から，
white leprosy を引き起こす物質ができると記して
い る と い う（Flower 19333-1-1） ――white leprosy

は今日のハンセン病と異なる可能性が高いが，念
のため記しておく。現代でもエジプト人の間で，
いくつかバリエーションがあるが，ヤモリの尿の
かかった塩を摂ると体じゅうにそのヤモリと同じ
ような茶色と黒色の発疹が生ずる，妊娠中にヤモ
リ（bors）を見ると皮膚に黒色の斑点のある子が
生まれると考えられているという（Cottam & 

Cottam 19233-1-2）。またヤモリに触れると，ハンセ
ン病に罹ると考えられているという（Hansen 

20033-1-3）。
　北部アフリカではないが，チュニジアに程近い
地中海のマルタ島でも，ヤモリはハンセン病を移
すという民間の考え方があるという（Despott 

19153-1-4）。ヤモリとハンセン病との結びつけは広
範囲 *3-2) に及んでいる可能性がある。
　ちなみにイスラーム教ではヤモリを殺すことが
すすめられているらしい（日本語訳サヒーフ・ム
スリム 5560-5566 では「やもりは殺すのがよい」
となっている）。こうしたヤモリの危険視と，ハ
ンセン病のヤモリ原因論との関係はよくわからな
い。
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　次に，民衆レベルの治療法としては，上記のモ
ロッコの項で述べたように，紅サルサパリラの根
や亀の血液を用いるものがあったようである。し
かしその理論的背景についてはよくわからない。
ちなみに亀の血はイボ wart に効果あると信じら
れているという（Jackson 18093-1-5）。いっぽうで陸
亀の尿や血に触れるとイボが生じるとも考えられ
ているという（Westermarck 19263-1-6）。
　また上記のエジプトの項で毒蛇 *3-3) の肉の使用
について触れたが，アンタキは「死んだ蛇の皮を
埋め，そこから生じた蛆虫を食べる」という治療
法があったことを記しているという（Gadelrab 

20103-1-7）。これについてもその理論的背景はわか
らない。
　さらにエジプトでは、火にあぶって乾燥させた
サソリの頭を食べるという治療法もあったようで
あるが（Walker 19313-1-8），これもよくわからない。

　2．病者の隔離

　先に述べたように，チュニジアやモロッコの都
市部で，指定された「病者地区」やハーラないし
ハラートと呼ばれる一画があったことがわかって
いるが，それ以外の地域ではどうだったのか，詳
細は不明である。また病者がどのような家に住ん
でいたか，それに関する論文もほとんど見当たら
ない。チュニジアでは小屋に住む病者が 69.3%，
飲料水も電気も恵まれていない病者が 80.8% いる
――要するに居住環境はよくない――という調査

（Jomaa 19863-2-1）があるくらいである。もっとも
エジプトにせよリビアにせよ，収容所ないし療養
所があり（ないし，あって），病者は修道女のケ
アを受けていたということから，病者が地域社会
でどのような存在であったのか推測することはで
きよう。
　なお下エジプトのガルビア（Gharbia）では，
ハンセン病者は，重度の障害を持っている場合で
も，家族や地域の人に受け入れられているという

（Mohareb et al 19923-2-2）。これまたほかの地域で
はどうであったのかわからない。

   

　3．その他

　これまでの拙稿で「病者の葬り」「ハンセン病
者に関することわざや民話」についても概観して
きたが，これに該当する文献は見当たらなかった。
　以上本節をまとめると，ハンセン病者また同治
癒者がどのような暮らしをしているのか，家族や
地域の人からどのように扱われている（きた）の
か，それを正面から取り上げた論考は乏しい。こ
うした基礎的な事柄を明らかにすることが必要で
あろう。特に療養所やコロニーに治癒はしたもの
の故郷に帰れない人びとが多くいるようであり，
彼らを対象とした調査や研究が必要であろうと考
えられた。

Ⅳ．北部アフリカのハンセン病者を対象とし
た精神医学的研究

　これまでの拙稿においてハンセン病者および同
治癒者の「精神症状・精神的健康」「知識・態度・
行動・社会とのかかわり」「受診と治療」「心理的
問題への心理的・教育的介入」「女性の問題」を扱っ
た調査や研究，ならびに「医療・保健従事者を対
象とした調査や研究」「一般の人びとを対象とし
た調査や研究」について概観してきた。しかしこ
れに該当する文献はほとんど見当たらなかった。
　認められたのは，男性ハンセン病者 40 名に精
神科診断用構造化面接（SCID）と，ベック不安検
査およびベック抑うつ検査を行うともに，遊離テ
ストステロン値を測り，不安症状のある者は 50%，
抑うつ症状のある者は 32.5%，そして混合性不安
抑うつ障害の者は 30% と高率であるが，変形度や
病気の期間と不安・抑うつとの間に関連はないと
いうことを示した Dessoki et al（2018）4-1-1 のみで
あった。
　病者や治癒者ら，また彼らの家族や医療従事者
また地域の人の心理社会面や健康教育面に焦点を
合わせた基礎的な調査や研究が進められるべきと
考えられた。
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　Ⅴ．結　語

　北部アフリカにおいてハンセン病はどのように
見られ，同病者はどのように扱われてきたのか，
それに触れた文献を概観した。しかし総じて文献
は乏しく，病者や同治癒者，またその家族や医療
従事者の心理社会面や健康教育面に焦点を合わせ
た基礎的な調査や研究が進められるべきと考えら
れた。

【注】

*1-1 ）なぜ心理社会研究や健康教育研究の文献がな
いのか，それ自体が考究を要するテーマである。
いろいろの可能性が考えられるが，ここでは踏
み込むのを差し控えたい。

*1-2 ）地域の分け方には，そのほかさまざまなもの
がある。たとえば WHO はパキスタンからモロッ
コまでをまとめ，「東地中海地域」としている。
またユニセフは，アラブ首長国連邦，アルジェ
リア，イエメン，イラク，イラン，エジプト，
オマーン，カタール，クウェート，サウジアラ
ビア，シリア，ジブチ，スーダン，チュニジア，バー
レーン，パレスチナ，モロッコ，ヨルダン，リ
ビア，レバノンをまとめ，「中東・北アフリカ地域」
としている。あるいは世界銀行は，アラブ首長
国連邦，アルジェリア，イエメン，イスラエル，
イラク，イラン，エジプト，オマーン，カタール，
クウェート，サウジアラビア，シリア，ジブチ，
チュニジア，バーレーン，マルタ，モロッコ，
ヨルダン，ヨルダン川西岸・ガザ地区，リビア，
レバノンをまとめ，「中東・北アフリカ（MENA）」
としている。

*2-1 ）アラビア語には（アル）フスハーと呼ばれる
正則アラビア語と，（アル）アーンミーヤと呼ば
れる方言（口語，通俗語）がある。

*2-2 ）西洋語には elephantiasis，leontiasis，ichthyosis，
sauriasis といったように，動物の名を冠した病
名がいくつかある。日本語訳あるいは中国語訳
では通例，原語にはない，それぞれ，皮，顔，
鱗といった語を加え，象皮病，獅子顔症（獅子
面症），魚鱗癬，鰐魚皮様とされる。しかしたと
えば elephantiasis という病名だが，なぜ象が持

ち出されたのであろうか。「象の皮膚のようにな
るから」「象の足のように指がないように見える
から」「象のように重かつ大な病だから」といっ
たさまざまな可能性が考えられる。そこで本稿
では，あえて「皮」をとり，象病と記す（Skoda 
19885-1 も参照してほしい）。

*2-3 ）Bulletin de la Léproserie de Neshu El Bahari 

(Behera) ET DU SERVICE DES LÉPREUX, 

SOIGNÉS A LA CONSULTATION EXTERNE DE 

L’HOPITAL DE LA COMMUNAUTÉ HELLÉNIQUE 

D’ALEXANDRIE という雑誌が発行されていたこ
とから，Neshu El Bahari 療養所とアレクサンド
リア・ギリシャ病院との間には何らかのつなが
りがあったと推察される。一方，両者と，カイ
ロの診療所や Abu Zaabal 療養所との関係はよく
わからない。エジプトにおける，アレクサンド
リアのギリシャ人社会の特殊な位置が関係して
いたのだろうか。Neshu El Bahari 療養所にはど
のような人たちが入所していたのだろうか。

*2-4 ）ここで，フランス語圏で用いられる（ないし
用いられた）ハンセン病と関連する語について
簡単に触れておきたいと思う。まず同病を指す
語だが，これについては，インド・ヨーロッパ
祖語の *lep- にまで遡ることができるラテン語
lepra に由来する lèpre が広く用いられる。また
特 に 中 世 に お い て は， 聖 書 中 の 人 物 ラ ザ ロ
Lazarus に由来する ladrie，また「哀れ」を意味
するラテン語の名詞 miser に由来する mesellerie
も用いられた。今日では maladie de Hansen とい
う言い方も用いられる。第二に同病者を指す語
だが，これには，ラテン語 leprosus に由来する
lépreux が広く用いられるが，特に中世において
は，Lazarus に由来する ladre（Lazarus > lasdre > 
ladre と変化），「哀れな人」を意味するラテン語
misellus に由来する mesel もあった。これらの語
には微妙な意味合いの違いがあるらしく，たと
えば，ladre には，同語にはけちん坊という意味
もあることからも推測できるように，否定的な
意味合いが，いっぽう mesel には，同情や慈善
の対象といったように，肯定的な意味合いがあ
るようである。第三に同病者の病院や療養所あ
るいは収容所を表す語だが，これには，ラテン
語 leprosaria に由来する léproserie が広く用いら
れる。また同じく中世においては，上記 ladre に
由来する ladrerie，「病気の」という意の malade

56
大妻女子大学紀要
―社会情報系― 社会情報学研究  28  2019



に 由 来 す る maladerie， そ し て 同 語 が 上 記
ladrerie の影響をうけ変化してできた maladrerie
もあった。ここで，maladerie だけでハンセン病
者療養所を意味するようになっていったのは興
味深い。同病を直接指す lèpre や ladrie に由来す
る語が避けられた可能性もあろう。そのほかか
つては，ベネチアの Santa Maria di Nazareth 島（同
名の教会があったことからこう呼ばれる）に建
てられた隔離施設が，現地ベネチア人によって
Nazareth の N と Lazarro の L とが入れ替えられ
てイタリア語で lazzarettoと呼ばれるようになり，
この語に由来するフランス語 lazaret も用いられ
た。この lazaret という語は検疫所や一時的隔離
施設を指すことが多いが，この隔離施設にハン
セン病者が収容されることもあったようで，話
は単純ではない。なお英語には，フランス語の
léproserie にあたる leprosarium のほかに，フラ
ンス語の ladre にあたる lazar という語を用いた
lazar house（lazar を収容する施設）という言い
回しもあった。lazar house と lazaret は，綴りの
上では似ているが，成り立ちはまったく異なる
語のようである。

*2-5 ）ラテン文字化すると hara ないし harrah あるい
は harat，一画や居住区や共同体を示すアラビア
語で，「街区」と訳されることがある。たとえば
ユダヤ人街区は harat al-Youd（あるいは Yahud，
Yahoud，Zoud），キリスト教徒街区は harat al-

Nasara という。マハッラないしマハレ（mahalla，
mahallat，mahalle）ともいう。似た語にメラー

（mellah）があり，モロッコではこの一語だけで
ユダヤ人街区を意味する。またラバド（rabd な
いし rabad）という語もあり，これは市の発展に
伴い市壁の外側にできた居住区を意味する（「城
外街区」と訳されることがある）。ハキーム（Hakim 
1988）によれば，ムスリム・スペインではハン
セン病者地区のような一画を指すときにも用い
られたという。

*3-1 ）Silla（1998）5-2 は古代エジプト人の間で魚食の
回避があったと記している。しかし今回調べた
が，そうした回避について述べた文献は見当た
らなかった。

*3-2 ）ヤモリ（gecko）とハンセン病あるいは皮膚病
との関係づけは広い地域に及んでいる可能性が
ある。アフリカのどこかわからないが，寝てい
る人の上をヤモリが走ると，その人はハンセン

病になると，考えられているという（Loveridge 
19475-3）。またポルトガルでは，いろいろなバリ
エーションがあるが，ヤモリの触れた食べ物を
食べると皮膚病になると考えられているという

（Ceríaco et al 20115-4）。あるいはインドのパンジャ
ブではヤモリ，特にその尿に触れるとハンセン
病になると信じられているという。またウッタ
ル・プラデシュには「ヤモリを食べるとハンセ
ン病になる。食べないと飢えたまま」というこ
とわざがあるという（Frembgen 19965-5）。この
ヤモリは，カウティリヤの『実利論』（14.1.19-20）
にでてくる「家

グリハゴーリカー

蜥蜴」と同じものかもしれない。
少なくともポルトガルからからインドまで，ヤ
モリをめぐって類似した考え方があると推測さ
れる。

*3-3 ）蛇の使用はエジプトに限らない。Chowhan & 
Chopra（1938）5-6 はインドでコブラの毒を用い
た治療法があることを記し，実際に試している。
彼らは蛇の肉や血の使用についても触れている。
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Leprosy-affected persons in North Africa:
A literature review
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Abstract
I carried out a literature review as to how leprosy has been viewed and how the leprosy-affected 

persons have been dealt with in North Africa. It is found out that the literature concerned are 

scarce. So it is considered that the basic psychosocial research and health education research 

targeting the affected persons, their families, and medical and health care workers involved with 

them are needed. 
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